
















































を最初に告発し１７，『ゼランド』（Zélinde, ou la véritable critique de l’École des















（François Hédelin, Abbé d’Aubignac，１６０４―１６７６）が『コルネイユ氏の悲
劇「ソフォニスブ」に関して R公爵夫人に送られた考察』（Remarques sur
la tragédie de Sophonisbe de Mr Corneille envoyées à Mme la Duchesse de
R ***，１６６３）において『ソフォニスブ』攻撃を始めると，ヴィゼは一転
して『ソフォニスブ』を擁護する。この豹変に対する弁明２２をモングレディ














































































































































































































































































































































































































































































３ 以下がその全訳である。テキストはMolière, Œuvres complètes, édition dirigée par
Georges Forestier, avec Claude Bourqui, Gallimard, 2010, Bibliothèque de la Pléiade,










４ テキストは Forestier, PP．６３５―６４４による。解説の都合上，段落を丸数字で示した。
なお臨川書店から出版された『モリエール全集』には様々な資料や論文の翻訳もある
が，「手紙」の意義を認めていないためか，その翻訳はない。
５ Œuvres de Molière, Les Grands Écrivains de la France Nouvelles Éditions publiées
sous la direction de M. Ad. Regnier, Tome V, Hachette, 1880, P. 369（以下，同書を
GEF. と略す）
６ Ibid., P. 370
７ Ibid., P. 370 この「手紙」については，例えばクートンが「凡庸な」と評する（Molière,
Œuvres complètes, textes établis, présentés et annotés par Georges Couton, Gallimard,
ドノー・ド・ヴィゼの「喜劇『人間嫌い』について書かれた手紙」（鈴木） 245
1971, Bibliothèque de la Pléiade, Tome II, P. 124（以下，同書を Coutonと略す））な
ど研究者からの評価も低い。Forestier, P. 1437も，「このテキスト（＝「手紙」）は概
して批評からは無視されている」と評している。






９ Forestier, P. 1453





１２ 同作の興行については，例えば GEF . PP.362―365を参照。
１３ ヴィゼについては，La Querelle de L ’École des Femmes, édition critique par Georges
Mongrédien, Marcel Didier, 1971, Tome I, PP. 3―10（以下，同書をMongrédienと略
す）や Couton, PP. 1380―1に簡単な紹介がある。
１４「喜劇戦争」については拙稿（Satoru SUZUKI, L’École de femmes de Molière:comédie
qui a surpassé la conception de la comédie classique, Les Lettre françaises, 1990, PP.
1―9）参照のこと。
１５ Mongrédien, P. XVII
１６ Ibid., P. 3
１７ Ibid., P. XIII
１８ Ibid., P. 3
１９ Ibid., P. XX
２０ Ibid., P. 4





２３ Ibid., PP. 4―5
２４ Ibid., P. LVは「成り上がり傾向の非常に強い若きジャーナリストで，自分が話題
になりさえすればいかなる陰謀にも関わる用意のできているヴィゼ」と評している。




２５ Ibid., P. 6
２６ Ibid., P. XXXIII










ませ」たという評価である。モリエールは『女房学校批判』（La Critique de l’École des
Femmes, 1663）第６場で「規則の中で最も重要な規則は楽しませることである」と
述べているが，これは言うまでもなく，古典主義規則の肝である。
３２ Mongrédien, P. XX
